
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】内視鏡による複雑な処置・治療を容易にする透

明フードを提供する。

【解決手段】カッティングした透明フードのキャップ部

１に２つの斜孔４，５を作り、一方４を洗浄水の噴出孔

とし、。他方５には、内部に電気メスもしくはナイフ８

となる金属線を通し、ハンドルにより刃先の長さを可変

とする。また、電気メスもしくはナイフ８は、固定部９

により、キャップ部１に固定され、キャップ回転部２は

、キャップ部１を回転できる構造にし、内視鏡の先端に

被せ、２本のチューブを内視鏡本体にテープ固定する。

このチューブ２本は内視鏡本体に外付けすることで内視

鏡の鉗子孔を使用せずに切開・剥離操作と洗浄が可能と

なるため、内視鏡本体の鉗子孔はその他の処置・治療器

具専用となり、複雑な処置・治療行為と洗浄行為が同時

に出来ようになる。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 先 端 の キ ャ ッ プ 部 に 直 接 電 気 メ ス も し く は ナ イ フ を 取 り 付 け る こ と で 処 置 ・ 治 療 を 可 能
に す る 透 明 フ ー ド
【 請 求 項 ２ 】
　 内 視 鏡 の 鉗 子 孔 を 使 用 せ ず に 電 気 メ ス も し く は ナ イ フ に よ り 処 置 ・ 治 療 を 可 能 に す る 方
法
【 請 求 項 ３ 】
　 キ ャ ッ プ 部 に 取 り 付 け ら れ た 電 気 メ ス も し く は ナ イ フ の 刃 先 の 長 さ が 可 変 可 能 な 透 明 フ
ー ド の 構 造
【 請 求 項 ４ 】
　 一 部 を カ ッ テ ィ ン グ し た 部 分 フ ー ド に お け る キ ャ ッ プ 部 の 回 転 を 可 能 に す る 構 造
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 医 療 用 内 視 鏡 の 先 端 に 装 着 す る 透 明 フ ー ド に 直 接 電 気 メ ス も し く は ナ イ フ 機
能 を 付 加 す る こ と 、 ま た 、 付 加 さ れ た 電 気 メ ス も し く は ナ イ フ 機 能 は 内 視 鏡 の 鉗 子 孔 を 用
い な い た め 、 鉗 子 孔 に は 別 種 類 の 装 置 の 挿 入 を 可 能 に す る こ と に よ り 、 内 視 鏡 に よ る 複 雑
な 処 置 ・ 洽 療 を 容 易 に す る 技 術 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 主 に 消 化 管 癌 の 内 視 鏡 的 処 置 ・ 治 療 行 為 を す る 場 合 、 Ｉ Ｔ ナ イ フ （ ｉ ｎ ｓ ｕ ｌ ａ ｔ ｉ ｏ
ｎ － ｔ ｉ ｐ ｐ ｅ ｄ 　 ｄ ｉ ａ ｔ ｈ ｅ ｒ ｍ ｉ ｃ 　 ｋ ｎ ｉ ｆ ｅ ） や Ｈ ｏ ｏ ｋ ナ イ フ 、 針 状 メ ス 等
の 電 気 メ ス も し く は ナ イ フ を 用 い て 目 的 と す る 病 変 の 周 囲 を 粘 膜 下 層 の 深 さ で 切 開 し 、 続
け て 切 開 部 の 一 点 か ら 粘 膜 下 層 内 に 潜 り 込 み 、 再 び 上 記 電 気 メ ス も し く は ナ イ フ を 用 い て
病 変 を 剥 離 す る こ と に よ り 内 視 鏡 的 粘 膜 切 除 術 が 実 施 さ れ て い る 。 大 型 の 病 変 を 一 括 切 除
し 、 切 除 し た 病 変 を 詳 細 に 観 察 ・ 診 断 で き る こ と が 利 点 で あ る 。
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 従 来 の 電 気 メ ス も し く は ナ イ フ で は 、 接 触 部 が 点 と な る た め 剥 離 に 要 す る 時 間
が 長 く 、 し か も 盲 目 下 で 剥 離 す る こ と が 多 い た め 高 度 の 内 視 鏡 操 作 技 術 が 必 要 な う え 、 胃
壁 を 穿 孔 さ せ る 危 険 度 が 高 か っ た 。 実 際 、 従 来 の 電 気 メ ス も し く は ナ イ フ は 、 何 れ も ひ と
つ し か な い 鉗 子 孔 を 通 し て 操 作 す る た め 、 他 に 手 足 と な る 処 置 具 が 併 用 で き ず 、 粘 膜 下 で
の 剥 離 操 作 の 維 持 が 困 難 で 盲 目 的 に な り や す い 。 そ こ で 、 本 発 明 で は 内 視 鏡 の 先 端 に 取 り
付 け る フ ー ド 自 体 に 電 気 メ ス も し く は ナ イ フ 機 能 を 取 り 付 け 、 取 り 付 け ら れ た 同 機 能 を 内
視 鏡 の 鉗 子 孔 を 使 用 せ ず に 可 能 に す る こ と で 、 鉗 子 孔 に は 把 持 鉗 子 等 の 処 置 具 を 挿 入 し 、
病 変 も し く は 切 除 面 を 把 持 す る こ と に よ り 可 視 下 に 安 定 し た 視 野 で 切 除 ・ 切 開 ・ 剥 離 等 の
操 作 を 可 能 に す る こ と を 第 １ の 課 題 と す る 。 ま た 、 取 り 付 け た 電 気 メ ス も し く は ナ イ フ の
刃 先 は 、 線 も し く は 面 と し 、 さ ら に 可 動 性 を 持 た せ て 、 短 時 間 に 効 率 的 に 切 除 ・ 切 開 ・ 剥
離 等 の 操 作 を 可 能 に す る こ と を 第 ２ の 課 題 と す る 。 さ ら に 、 既 に 公 開 し た 洗 浄 機 能 （ 内 視
鏡 用 洗 浄 機 能 付 き 透 明 フ ー ド ； 特 許 公 開 ： ２ ０ ０ ３ － ２ ０ ４ ９ ２ １ ） を キ ャ ッ プ 部 に 付 加
す る こ と に よ り 処 置 ・ 治 療 中 に 出 血 等 の 内 視 鏡 視 野 を 低 下 す る 状 況 に も 備 え 、 把 持 鉗 子 等
に は 凝 固 鉗 子 と し て の 機 能 も 電 気 的 に 併 存 さ せ 、 速 や か に 止 血 す る こ と も 可 能 に す る こ と
を 第 ３ の 課 題 と す る 。 加 え て 、 通 常 キ ャ ッ プ 部 は 、 カ ッ テ ィ ン グ し 、 ３ 分 の １ 程 度 の 部 分
フ ー ド に す る こ と が 最 も 使 用 し や す い と 考 え ら れ る が 、 こ の 部 分 フ ー ド の キ ャ ッ プ 部 を 回
転 可 能 に す る こ と で 、 周 在 性 に ど の 部 分 に 病 変 が 存 在 し て も 切 除 ・ 切 開 ・ 剥 離 等 の 操 作 を
可 能 に す る こ と を 第 ４ の 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 の 透 明 フ ー ド の キ ャ ッ プ 部 を カ ッ テ ィ ン グ し て ３ 分 の １ 程 度 の 周 在 に 加 工 す る 。 そ
の フ ー ド 部 に 側 孔 を あ け 、 そ こ に キ ャ ッ プ 部 の 外 側 か ら 電 気 メ ス も し く は ナ イ フ を 内 部 に
通 し た チ ュ ー ブ を 接 着 す る 。 ま た 、 電 気 メ ス も し く は ナ イ フ は 、 従 来 の 処 置 具 で あ る 高 周
波 ス ネ ア も し く は 絞 扼 装 置 を 加 工 し た も の を 基 本 と す る 。 キ ャ ッ プ 部 を 貫 通 さ せ た 高 周 波
ス ネ ア も し く は 絞 扼 装 置 は 、 キ ャ ッ プ 部 の 内 側 で 可 動 性 を 保 ち つ つ 適 切 に 固 定 す る 。 さ ら
に 、 既 に 公 開 し た 洗 浄 機 能 （ 内 視 鏡 用 洗 浄 機 能 付 き 透 明 フ ー ド ； 特 許 公 開 ： ２ ０ ０ ３ － ２
０ ４ ９ ２ １ ） を キ ャ ッ プ 部 に 付 加 す る 。 こ う し て 完 成 し た 本 発 明 で あ る 内 視 鏡 用 フ ー ド ナ
イ フ を 従 来 通 り 内 視 鏡 の 先 端 に 被 せ 、 ２ 本 の チ ュ ー ブ は 内 視 鏡 本 体 に テ ー プ 固 定 す る 。 チ
ュ ー ブ 反 対 側 に は 、 一 方 に は コ ネ ク タ ー を 取 り 付 け 、 そ こ か ら 洗 浄 水 を 注 入 す る こ と で 、
透 明 フ ー ド 内 で は チ ュ ー ブ を 介 し て 常 に 洗 浄 可 能 と な る 。 も う 一 方 に は 、 ハ ン ド ル を 取 り
付 け 刃 先 の 長 さ が 調 節 可 能 と す る 。 こ の チ ュ ー ブ ２ 本 は 内 視 鏡 本 体 に 外 付 け す る こ と で 内
視 鏡 の 鉗 子 孔 を 使 用 せ ず に 切 開 ・ 剥 離 操 作 と 洗 浄 が 可 能 と な る た め 、 内 視 鏡 本 体 の 鉗 子 孔
は そ の 他 の 処 置 ・ 治 療 器 具 専 用 と な り 、 複 雑 な 処 置 ・ 治 療 行 為 と 洗 浄 行 為 が 同 時 に 出 来 よ
う に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 カ ッ テ ィ ン グ し た 透 明 フ ー ド の キ ャ ッ プ 部 （ １ ） の 該 当 す る 部 分 に ２ つ の 斜 孔 （ ４ ， ５
） を あ け 、 そ こ に そ の 径 に ぴ っ た り 嵌 る 内 視 鏡 本 体 よ り 長 い ２ 本 の チ ュ ー ブ （ ６ ， ７ ） を
接 着 す る 。 キ ャ ッ プ 部 （ １ ） に 開 け る 斜 孔 （ ４ ） は 、 コ ネ ク タ ー （ １ １ ） よ り 注 入 さ れ る
洗 浄 水 の 噴 出 孔 と す る 。 キ ャ ッ プ 部 （ １ ） に 開 け る 斜 孔 （ ５ ） に は 、 内 部 に 電 気 メ ス も し
く は ナ イ フ （ ８ ） と な る 金 属 線 が 通 る 。 電 気 メ ス も し く は ナ イ フ （ ８ ） は 、 ハ ン ド ル 本 体
（ １ ２ ） 、 ハ ン ド ル 把 持 部 （ １ ３ ） 及 び ハ ン ド ル 可 変 部 （ １ ４ ） か ら な る ハ ン ド ル に よ り
波 先 の 長 さ が 可 変 で き る 。 ま た 、 電 気 メ ス も し く は ナ イ フ （ ８ ） は 、 電 気 メ ス も し く は ナ
イ フ 固 定 部 （ ９ ） に よ り 、 キ ャ ッ プ 部 （ １ ） に 固 定 さ れ る 。 キ ャ ッ プ 部 （ １ ） は 、 キ ャ ッ
プ 回 転 部 （ ２ ） を 介 し て 内 視 鏡 装 着 部 （ ３ ） に 連 続 し 、 内 視 鏡 装 着 部 （ ３ ） で 内 視 鏡 先 端
部 に 固 定 さ れ る 。 キ ャ ッ プ 回 転 部 （ ２ ） は 、 可 能 な か ぎ り キ ャ ッ プ 部 （ １ ） を 回 転 で き る
よ う な 構 造 に す る 。 ２ 本 の チ ュ ー ブ （ ６ ， ７ ） は 、 分 岐 部 （ １ ０ ） に て 分 岐 さ れ 、 コ ネ ク
タ ー （ １ １ ） と ハ ン ド ル （ １ ２ － １ ４ ） に 連 続 す る 。 こ の 完 成 し た フ ー ド は 従 来 通 り 内 視
鏡 の 先 端 に 内 視 鏡 装 着 部 （ ３ ） を 被 せ 、 チ ュ ー ブ （ ６ ， ７ ） は 本 体 に ５ カ 所 程 度 で テ ー プ
固 定 し 、 洗 浄 水 を 満 た し た シ リ ン ジ の 先 端 を コ ネ ク タ ー （ １ １ ） に は め 込 む 。 こ れ で 、 装
置 の 準 備 完 了 と し 、 実 際 の 処 置 ・ 治 療 行 為 に あ た る 。 こ れ に よ り 、 キ ャ ッ プ 部 内 （ １ ） で
は チ ュ ー ブ （ ６ ） を 介 し て 常 に 洗 浄 可 能 と な る 。 キ ャ ッ プ 部 （ １ ） の 内 側 で 固 定 さ れ た 電
気 メ ス も し く は ナ イ フ （ ８ ） は 、 ハ ン ド ル （ １ ２ － １ ４ ） に よ り 鉗 子 孔 を 使 用 せ ず に 切 開
・ 剥 離 が 可 能 と な る 。 内 視 鏡 本 体 の 鉗 子 孔 は そ の 他 の 処 置 ・ 治 療 器 具 専 用 と な り 、 複 雑 な
処 置 ・ 治 療 行 為 と 洗 浄 行 為 が 同 時 に 出 来 る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 消 化 管 癌 の 内 視 鏡 的 処 置 ・ 治 療 行 為 を す る 場 合 、 本 発 明 で あ る 内 視 鏡 用 フ ー ド ナ イ フ を
上 記 の よ う に 装 着 し て 内 視 鏡 を 被 験 者 へ 挿 入 す る 。 特 に 、 内 視 鏡 的 粘 膜 切 除 術 に よ り 消 化
管 癌 を 粘 膜 下 層 で 剥 離 す る 際 、 鉗 子 孔 に 把 持 鉗 子 等 の 処 置 具 を 挿 入 し て 病 変 部 を 把 持 さ せ
、 本 発 明 の 内 視 鏡 用 フ ー ド ナ イ フ に よ り 安 定 し た 視 野 で 幅 広 い 剥 離 を 実 施 す る 。 ま た 、 術
中 に 出 血 等 の 視 野 を 低 下 さ せ る 状 況 と な れ ば 、 鉗 子 孔 よ り 止 血 処 置 用 の 器 具 を 挿 入 す れ ば
、 洗 浄 し な が ら 容 易 に 止 血 可 能 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 で あ る 内 視 鏡 用 フ ー ド ナ イ フ は 、 消 化 管 癌 の 内 視 鏡 的 処 置 ・ 治 療 行 為 を す る 場 合
、 電 気 メ ス も し く は ナ イ フ 機 能 が フ ー ド に 付 加 さ れ て い る た め 、 鉗 子 孔 に も う 一 つ 別 の 処
置 具 を 挿 入 す る こ と が 可 能 と な り 、 複 雑 な 処 置 ・ 治 療 行 為 と な っ た 。 さ ら に 洗 浄 行 為 も 同
時 に 出 来 る よ う に す る こ と で 、 処 置 ・ 治 療 を 容 易 に す る 環 境 を 作 り 、 し か も 、 検 査 時 間 、
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処 置 ・ 治 療 時 間 の 短 縮 を 可 能 に す る 。 ま た 、 出 血 等 の 合 併 症 で は 出 血 量 の 減 少 に も つ な が
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 キ ャ ッ プ 部 を 平 面 よ り み た 全 体 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 キ ャ ッ プ 部 を 側 面 よ り み た 全 体 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 キ ャ ッ プ 部 を 裏 面 よ り み た 全 体 図 で あ る 。 　 （ Ａ ） 電 気 メ ス も し く は ナ イ フ が 、
フ ー ド 内 に 収 ま っ た 状 態 で あ る 。 　 （ Ｂ ） 電 気 メ ス も し く は ナ イ フ が 、 フ ー ド 外 に 展 び た
状 態 で あ る 。
【 図 ４ 】 内 視 鏡 用 フ ー ド ナ イ フ の 全 体 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
　 １ 　 キ ャ ッ プ 部
　 ２ 　 キ ャ ッ プ 回 転 部
　 ３ 　 内 視 鏡 装 着 部
　 ４ 　 洗 浄 チ ュ ー ブ 斜 孔 部
　 ５ 　 電 気 メ ス も し く は ナ イ フ 斜 孔 部
　 ６ 　 洗 浄 チ ュ ー ブ
　 ７ 　 電 気 メ ス も し く は ナ イ フ 用 チ ュ ー ブ
　 ８ 　 電 気 メ ス も し く は ナ イ フ
　 ９ 　 電 気 メ ス も し く は ナ イ フ 固 定 部
１ ０ 　 チ ュ ー ブ 分 岐 部
１ １ 　 コ ネ ク タ ー
１ ２ 　 ハ ン ド ル 本 体
１ ３ 　 ハ ン ド ル 把 持 部
１ ４ 　 ハ ン ド ル 可 変 部
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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此可以同时执行复杂的处理/处理和清洁。 [选择图]图3
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